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こ
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Ỿ
ン
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ỏ
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転
車

の
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ỏ
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題
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ỳ
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況
を
受

け
ỏ
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置
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車
問
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域
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置

　放置自転車は一人ひとりが
マナーを守れば減少します。
　みなさん、ご協力くだサイ。

※地図中の■部分は自転車等放置禁止区域です

印西牧の原駅周辺

印西牧の原駅
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交交番番

放置自転車をなくして美しいまちに（写真は過去のものです放置自転車をなくして美しいまちに（写真は過去のものです））
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▲女性に対する暴力根絶
のためのシンボルマーク

■時 平成27年1月11日蚊・午前10時50分～正午（受け付け
10時20分～）。

■場 松山下公園総合体育館（浦部）。
■対 平成6年4月2日から平成7年4月1日生まれの人（11月
中旬ごろに案内状を送付
予定です）。

■他 市外に転出した人で、
参加を希望する人は下記
まで連絡してください。
※一般席を用意します。
入場希望者は受付時間内
にお越しください。駐車
場に限りがあります、乗り合わせなどでお越しください。
※手話通訳あり。

■問 生涯学習課生涯学習推進班（緯内線543）。

決意も新た決意も新たにに

平成27年成人記念式典の開催
松山下公園総合体育館で

千葉ﾆｭーﾀｳﾝ中央千葉ﾆｭーﾀｳﾝ中央駅駅

小林小林駅駅

印西牧の原印西牧の原駅駅

小林小林→→

安食安食→→

←布←布佐佐

←木←木下下

小林駅南口自転車駐車場


